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高
年
女
性
の
就
業
パ
ワ
ー
の
活
用
を
 

女
性
労
働
白
書
 T

O
P
I

C
S

1

ト
ピ
ッ
ク
ス
 

Business Labor Trend  2006.5

48

 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
支
え
ら
れ
て
活

躍
し
、
中
高
年
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い

る
均
等
法
第
一
世
代
に
、
熱
い
視
線
が
向
け

ら
れ
て
い
る
。
中
高
年
女
性
の
就
業
意
欲
は

高
く
、
求
職
活
動
に
も
積
極
的
。
団
塊
世
代

の
大
量
退
職
を
目
前
に
控
え
、
中
高
年
女
性

を
労
働
市
場
に
い
か
に
取
り
込
む
か
で
、
日

本
経
済
の
活
力
も
左
右
す
る
可
能
性
が
あ
る

―
―
。 

　
厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
「
二

〇
〇
五
年
版
働
く
女
性
の
実
情
」（
女
性
労
働

白
書
）
の
な
か
で
、
中
高
年
女
性
の
労
働
力

へ
の
期
待
を
込
め
、
こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
た
。
人
口
が
減
少
に
転
じ
た
い
ま
、

白
書
は
子
育
て
期
の
女
性
に
加
え
、
中
高
年

女
性
の
潜
在
的
な
就
業
ニ
ー
ズ
に
注
目
。
そ

の
ニ
ー
ズ
を
後
押
し
す
る
た
め
、
再
就
職
・

再
就
業
援
助
の
ほ
か
介
護
発
生
後
も
就
業
を

継
続
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
の
充
実
が
必
要
だ
と
提

言
し
て
い
る
。 

  
 

技
能
伝
承

の
点
か
ら
も 

　
重
要
な
中
高
年
女
性 

 

女
性
白
書
は
、
同
省
が
毎
年

、

各
種
統
計
か
ら
女
性
と
仕
事
に

ま
つ
わ
る
デ
ー
タ
を
寄
せ
て
ま

と
め
て
い
る
も
の
。
今
年
は
、

「
就
業
希
望
を
実
現
で
き
て
い

な
い
層
の
中
心
的
存
在
に
も
係

わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ほ

ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」

労
働
力
と
し
て
、
中
高
年
女
性

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
分
析

し
て
い
る
。 

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
四
五
歳
以

上
の
中
高
年
女
性
の
労
働
力
率

（
一
五
歳
以
上
に
占
め
る
労
働

力
人
口
の
割
合
）
は
、
均
等
法

制
定
の
一
九
八
五
年
当
時
に
比

べ
総
じ
て
伸
び
た（
図
１
参
照
）。

も
ち
ろ
ん
、
中
高
年
に
限
ら
ず

女
性
の
労
働
力
率
自
体
が
、
二
五
〜
六
四
歳

の
幅
広
い
年
齢
層
で
伸
び
て
お
り
、
労
働
力

調
査
（
総
務
省
）
の
八
五
年
と
二
〇
〇
五
年

の
比
較
で
は
、
二
五
〜
二
九
歳
層
（
二
〇
・

八
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
、
三
〇
〜
三
四
歳
層
（
一

二
・
一
ポ
イ
ン
ト
増
）
で
上
昇
幅
が
大
き
い
。

し
か
し
、
こ
れ
に
次
い
で
伸
び
が
大
き
い
の

は
、
五
五
〜
五
九
歳
層
（
九
・
〇
ポ
イ
ン
ト

増
）、
五
〇
〜
五
四
歳
層
（
七
・
八
ポ
イ
ン

ト
増
）、
四
五
〜
四
九
歳
層
（
五
・
八
ポ
イ

ン
ト
増
）
で
、
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
上
昇
幅

が
大
き
い
の
が
特
徴
。
こ
の
傾
向
は
、
五
五

〜
五
九
歳
層
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
年
齢

層
で
落
ち
込
ん
で
い
る
男
性
の
労
働
力
率
と

は
対
照
的
な
動
き
だ
。 

　
中
高
年
女
性
の
労
働
力
率
が
、
総
じ
て
伸

び
た
要
因
は
何
か
。
白
書
に
よ
れ
ば
、
二
五

〜
三
四
歳
層
の
上
昇
は
、
主
に
未
既
婚
率
の

変
化
に
よ
る
の
に
対
し
、
中
高
年
女
性
の
場

合
は
、
労
働
力
自
体
の
変
化
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。 

　
中
高
年
女
性
の
こ
の
間
の
就
業
状
況
の
変

化
を
み
る
と
、
一
般
的
な
働
き
方
は
家
族
従

業
者
か
ら
雇
用
者
へ
と
シ
フ
ト
し
た
。
家
族

従
事
者
は
、
八
五
年
に
は
四
六
一
万
人
だ
っ

た
の
が
、
〇
五
年
に
は
二
二
六
万
人
ま
で
半

減
。
他
方
、
一
五
四
八
万
人
だ
っ
た
女
性
雇

用
者
（
う
ち
中
高
年
は
三
一
・
五
％
）
が
、

〇
五
年
に
は
二
二
二
九
万
人
（
同
四
一
・
四

％
）
へ
と
、
三
割
増
え
た
。 

　
〇
五
年
労
働
力
調
査
に
よ
れ
ば
、
女
性
就

業
者
の
な
か
で
も
、
と
く
に
中
高
年
女
性
が

多
く
働
い
て
い
る
就
業
分
野
の
ト
ッ
プ
五
は
、

「
卸
売
・
小
売
業
」（
二
六
六
万
人
、
四
五
歳

以
上
の
女
性
就
業
者
に
占
め
る
割
合
で
二
一
・

六
％
）、「
製
造
業
」（
一
九
〇
万
人
、
一
五
・

四
％
）、「
サ
ー
ビ
ス
業
」（
一
八
〇
万
人
、
一

四
・
六
％
）、「
医
療
・
福
祉
」（
一
六
四
万
人
、

一
三
・
三
％
）、「
飲
食
店
、
宿
泊
業
」（
一
〇

〇
万
人
、
八
・
一
％
）。 

　
こ
れ
を
詳
し
く
、
二
〇
〇
〇
年
国
勢
調
査

（
総
務
省
）
の
産
業
中
・
小
分
類
で
み
る
と
、

中
高
年
女
性
は
「
サ
ー
ビ
ス
業
」、「
卸
売
・

小
売
業
、
飲
食
店
」
「
製
造
業
」
で
四
分
の

三
超
が
働
い
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
病

院
な
ど
の
「
医
療
業
」
や
、
建
物
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
「
そ
の
他
事
業
サ
ー
ビ
ス
」、「
社
会

保
険
・
社
会
福
祉
」
「
教
育
」
等
に
多
い
。

ま
た
、
製
造
業
で
は
、
「
食
料
品
製
造
」
や

「
そ
の
他
食
料
品
製
造
」、「
水
産
食
料
品
製

造
」
や
「
パ
ン
・
菓
子
製
造
」
に
従
事
し
て

い
る
者
が
多
く
、
な
か
で
も
「
食
料
品
製
造
」

と
「
衣
服
・
そ
の
他
繊
維
製
品
製
造
」
に
団

塊
世
代
（
五
五
〜
五
九
歳
層
）
の
中
高
年
女

性
が
多
い
。 

　
団
塊
世
代
を
含
む
中
高
年
女
性
が
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
う
し
た
産
業
に

つ
い
て
、
白
書
は
「（
団
塊
世
代
の
男
性
の

〇
七
年
問
題
同
様
）、
今
後
、
産
業
の
担
い

手
確
保
が
課
題
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

指
摘
。
「
い
か
に
適
切
な
技
術
、
技
能
を
伝

承
し
、
連
携
そ
の
他
シ
ス
テ
ム
も
含
め
、
そ

れ
ら
を
備
え
た
労
働
力
を
維
持
し
確
保
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
も
、
課
題
と
し
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。 

 



Business Labor Trend  2006.5

49

  
中
高
年
女
性

は
就
業
意
欲
、 

　
行
動
力
と
も
旺
盛
　 

 

白
書
に
よ
れ
ば
、
中
高
年
女
性
の
働
く
意

欲
は
旺
盛
だ
。
〇
二
年
就
業
構
造
基
本
調
査

（
総
務
省
）
に
よ
る
と
、
四
五
歳
以
上
の
中

高
年
女
性
無
業
者
の
う
ち
、
就
業
を
希
望
す

る
者
は
三
一
七
万
人
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
、

男
性
（
二
三
七
万
人
）
の
就
業
ニ
ー
ズ
を
上

回
る
数
字
。
年
齢
別
に
み
る
と
、
中
高
年
女

性
は
四
五
〜
六
四
歳
の
い
ず
れ
の
階
層
で
も
、

約
六
〇
〜
七
〇
万
人
に
の
ぼ
り
、
六
〇
〜
六

四
歳
層
で
も
五
九
・
四
万
人
を
数
え
る
（
図

２
参
照
）。
定
年
退
職
で
急
激
に
希
望
者
が

増
え
る
男
性
（
六
五
万
人
）
並
み
に
、
中
高

年
女
性
の
就
業
意
欲
は
高
い
。 

　
中
高
年
女
性
は
求
職
活
動
に
も
、
若
者
並

み
に
積
極
的
だ
。
中
高
年
女
性
の
う
ち
、
求

職
活
動
を
し
て
い
る
割
合
は
四
〇
・
五
％
だ

が
、
年
齢
別
に
は
四
五
〜
四
九
歳
層
と
五
〇

〜
五
四
歳
層
で
い
ず
れ
も
、
四
七
・
六
％
と

な
っ
て
い
る
。
二
〇
〜
二
四
歳
層
（
五
八
・

九
％
）、
一
五
〜
一
九
歳
層
（
五
〇
・
六
％
）

に
次
い
で
高
く
、
中
高
年
女
性
の
潜
在
就
業

ニ
ー
ズ
は
実
質
的
な
も
の
と
い
え
る
。 

　
中
高
年
女
性
が
希
望
す
る
就
業
形
態
は
、

「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
契
約
社
員
」
が

七
〇
・
二
％
を
占
め
る
た
め
、
白
書
で
は
「
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
と
い
う
働
き
方
が
よ
り
魅

力
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
中
高

年
女
性
の
再
就
職
を
円
滑
に
す
る
上
で
重
要
」

と
み
て
い
る
。 

　
ま
た
、
現
在
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
中
高
年

女
性
の
就
業
ニ
ー
ズ
を
み
る
と
、
八
四
・
三

％
が
継
続
就
業
を
希
望
。
女
性
平
均
（
七
六
・

六
％
）
を
上
回
る
ほ
か
、
男
性
（
八
六
・
〇

％
）
に
比
べ
て
も
遜
色
が
な
い
。
し
か
し
、

〇
四
年
高
年
齢
者
就
業
実
態
調
査
で
、
定
年

到
達
直
後
の
女
性
の
就
業
状
況
を
み
る
と
、

男
女
と
も
に
割
合
が
高
い
の
は
「
勤
務
先
で

勤
務
延
長
」（
三
二
・
〇
％
）、「
勤
務
先
で
再

就
職
」（
一
九
・
〇
％
）
で
あ
る
も
の
の
、
「
あ

っ
せ
ん
に
よ
り
再
就
職
」
に
つ
い
て
は
、
男

性
が
一
七
・
八
％
に
対
し
、
女
性
は
三
・
六

％
と
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。 

　
白
書
で
は
、
「
中
高
年
女
性
の
就
業
継
続

希
望
は
強
い
た
め
、
今
後
男
性
同
様
、
定
年

退
職
の
増
加
と
と
も
に
女
性
も
継
続
雇
用
の

対
象
と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

し
か
し
、
現
状
で
は
差
別
で
な
い
に
し
て
も
、

会
社
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
再
就
職
す
る
女
性

の
割
合
は
低
く
格
差
が
大
き
い
」
と
懸
念
し

て
い
る
。 

 

   

介
護

を
理
由
に 

　
辞
め
ず
に
す
む
工
夫
が
必
要 

 

中
高
年
女
性
が
実
際
に
雇
用
継
続
で
き
る

か
否
か
は
、
介
護
問
題
に
も
大
き
く
か
か
わ

っ
て
い
る
。
〇
四
年
雇
用
動
向
調
査
（
厚
生

労
働
省
）
に
よ
れ
ば
、
介
護
を
理
由
と
し
た

離
職
者
の
七
九
・
一
％
は
女
性
で
、
年
齢
で

は
五
〇
〜
五
四
歳
層
が
も
っ
と
も
多
い
。 

　
介
護
発
生
時
の
意
識
を
、
「
継
続
就
業
女

性
の
就
労
意
識
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

（
二
一
世
紀
職
業
財
団
）
で
み
る
と
、
男
性

で
は
約
八
割
が
「
辞
め
た
い
と
思
わ
ず
働
き

続
け
た
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
は

お
よ
そ
五
割
に
と
ど
ま
る
。
介
護
を
理
由
に

辞
め
た
く
な
い
の
に
、
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
女
性
に
多
い
の
が

現
状
。
白
書
で
は
、
「
今
後
、
要
介
護
者
の

急
増
と
と
も
に
希
望
に
反
し
て
離
職
せ
ざ
る

を
得
な
い
女
性
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
（
介

護
保
険
制
度
に
よ
る
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
企

業
内
制
度
の
組
み
合
わ
せ
で
就
業
継
続
を
図

る
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
体
制
の
充
実
等
も
必

要
」
と
み
て
い
る
。 

 

「
い
ま
一
度
、
中
高
年
女
性
の
パ
ワ
ー
に

着
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
―

―
。
白
書
は
、
中
高
年
女
性
が
い
く
つ
か
の

産
業
分
野
で
、
も
は
や
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
に
働
く
こ
と
の

心
構
え
、
面
白
さ
、
大
変
さ
、
大
切
さ
な
ど

を
伝
え
た
い
思
い
も
強
い
こ
と
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
る
。
現
場
に
お
け
る
中
高
年
女
性

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
行
動
力
も
と
も
な

っ
て
い
る
潜
在
的
な
就
業
ニ
ー
ズ
を
、
無
駄

に
し
な
い
た
め
の
再
就
職
、
継
続
就
業
支
援

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 




